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笑う門には福来たる  「福づくし」展
　新年笑い初めは福徳円満な相貌で笑いを届ける根付を特
集します。天の岩戸伝説に端を発するように神と笑いの持つ
呪術的な信仰は深く結びつき、笑い祭りのように神に笑いを
捧げる祭祀が各地に残ります。神仏における笑いの表現は彫
刻、戯画や禅画などにも影響を与え、白隠慧鶴（はくいん えか
く1685年～1768年）は禅の難解な教えを民衆に広めるために
「笑い」の手法を用いました。根付においても笑いを含んだ神
や、縁起を担いだ作品が多くあります。

　この度、当館の代表理事・館長の木下宗昭が奈良県
大和郡山市主催の『水木十五堂賞』を受賞することが
決まりました。この賞は、歴史や文化、知恵や経験を語り
継ぎ後世に伝えることの大切さを発信するために創設
されました。当館を開館するきっかけとなった「根付文化

の継承と発展」という館長の想いと合致し、これまでの
活動を評価して頂いたことに、感謝を申し上げます。
　同賞の受賞を機に、才能豊かな根付作家の活躍の場
を設け、これからもより多くの方々に根付の魅力をお伝
えして参ります。
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清宗根付館だより

新春を寿ぎ皆様の安寧と隆盛をお祈り申し上げます。
　本展では年始にふさわしい初笑いを誘う、機知に
富んだ現代根付を集めました。笑いは陽気を招き、魔
を払うため、めでたさの象徴とされます。まずは根付
で笑って今年の福を呼び込むのはいかがでしょうか。
　古来より笑いを神に捧げる神事は各地で起こり、
祭祀や芸能として伝承されてきました。また笑いは農
耕民族の日本人が社会の協調性において親近感を
演出する潤滑剤として深く関与してきました。日常の
生活に根差して生まれてきた日本美術にも「笑い」の

表現を見出すことができます。
　神への捧げものであった笑いが、次第に埴輪や仏
像のアルカイックスマイルを経て、平安時代の貴族
文学や戯画、室町時代の芸能、江戸時代の庶民文化
へと拡散されて受容される中、根付も滑稽や剽軽な
「笑い」を取り込んで愛玩されました。明治以降の西
欧文明摂取のなかで美術と笑いは区別される傾向が
続きましたが、現在の美術では多様な娯楽的アプ
ローチが試みられる中において、根付が内包する「笑
い」の重要性は増しています。

洒落や頓智に、ニヤリ 「ひねり」展
　言葉の連想や類推から好奇心を刺激する奇想天外な根付を
特集します。江戸時代に狂歌や川柳、落語、浮世絵などが浸透す
るとともに言葉遊びに取材した根付が生まれました。現代根付
でも洒落言葉や語呂合わせはよく用いられていて、そこには謎解
きの面白さがあります。笑いは退屈な日常を舞台空間に転換さ
せ、常識から逸脱する解放感をもたらすものですが、そこにこそ
根付の醍醐味があると言っても過言ではありません。

怖いもの見たさの面白さ 「ウラハラ」展
　笑いの効果に着目して、恐怖でさえ諧謔と風刺で笑い飛ば
す、気分爽快な根付を展示します。人間社会は人知や常識を
超えた現象や危険と常に隣り合わせでした。そうした不安や
恐れに名前と姿を与えて克服してきた知恵は根付にも見られ
ます。現実と超現実の境界を設けて、そこを住処とする鬼や
妖怪といった闇の存在を笑いによって明るく照らすことで、魔
を払い、穢れを避けてきました。怖いはずなのに逆に親近感
や愛嬌さえも感じられます。
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「漫才師」  高5.0㎝
桜井 英之（1941～）

「不覚」  高6.8㎝
立原 寛玉（1944～）

「門前の」  高4.2㎝
髙木 喜峰（1957～）

「風雷坊」  高5.0㎝
平賀 胤壽（1947～）

「鬼念仏」  高4.1㎝
小野里 三昧（1967～）

「福の神」  高5.7㎝
青木 光行（1932～）



根付研究最前線

「第7回ゴールデン根付アワード」 グランプリ　宍戸濤雲氏 インタビュー
● 根付を始めて見た印象

● 根付の様式美

● 創作の基本

作家「濤雲」の視点『根付の様式美』

　根付に魅せられた者ならば、誰しもが「根付は
そもそもどのようにして生まれたのだろう」とい
う、素朴でしかし根源的な問いを抱かれるのでは
ないでしょうか。
　この問いに対する嚆矢は、竹内久一（1857～
1916）でした。竹内は、当時、根付制作が盛んに行
われていた象牙彫から身を起こし、東京美術学
校彫刻科初代教授、帝室技芸員を歴任した日本
美術の一端を担った彫刻界の重鎮でした。竹内
は、根付の最も古い使用例は足利時代（1336～
1573）で、錠を一つ纏めにして腰に提げる風習に
より起こり、形状は糸印に似ていたと説きました。
糸印とは、つまみに様々な彫刻を施した明（1368
～1644）の鋳造印のことです。続いて、根付蒐集
家であり在野の研究者であった上田令吉（～
1945）が、江戸初期の徳川家の創業・市井風俗を
懐古した『事跡合考』（1772）を論拠に、根付は豊
臣時代（1585～1603）に使用され「瓢箪」から始
まったと論じました。なお、竹内の視座を深化さ

せ、その上、約千三百人に登る根付師の来歴・特
徴、ならびに根付に関する基本文献を提示した上
田の研究は、今もって根付研究の羅針となってい
ます。
　この問いに対する試みは半世紀以上みられま
せんでしたが、現代根付という根付界の新たな機
運に応えるように、荒川浩和氏により、新たな講究
がなされました。荒川氏はこれまでの研究が、ど
の提物にも必ず根付が必要とされるという前提か
らその発生が推し測られてきたことを批判して、
根付の発生は、とりわけ印籠と密接な関係がある
と言明しました。さらに、それまでにも指摘のあっ
た根付の原状は環形の小器具（リング状のもの）
であったことを、絵画資料で指し示し、その使用
時期をおよそ慶長末期（1615年頃）と説きました。
そして、根付の形体変化は、それを装着させた帯
の変化に連動するとして、自然物から人工物へと
いう根付の自然発達的な解釈を、初めて実証的に
批判するものでもありました。

　以上が、根付発生をめぐっての稜線です。ところ
で、筆者はどうか、と問われれば、筆者も荒川氏に
同じく、根付の原状は環形の小器具だったと考え
ています。それでは、次回以降、前出の緒論とは異
なる、根付発生の新たな可能性を探っていきたい
と思います。先んずれば、筆者はズバリ、この環形
の小器具であるところの「留具（とめぐ）」と、根付
との間には大きな断絶があると推察しています。
つまり、留具が発生するとすれば、一方で根付は
誕生するという、留具と根付の各々の歴史性を詳
らかにできればと考えています。

公益財団法人　京都清宗根付館　学芸員
大西 忠雲

竹内 久一、「根付の研究」『書画骨董雑誌』第六八号他、
書画骨董雑誌社、大正三年
柏崎 具元、『事蹟合考』巻の三、明和九年／『燕石十種』
第二巻、中央公論社、昭和五十四年
上田 令吉、『根附の研究』、金尾文淵堂、昭和十八年
荒川 浩和、「印籠と根付の発生に関する一考察」
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まずはこの度の第7回ゴールデン根付アワード
グランプリの受賞おめでとうございます。受賞
作品「飛脚 疾る」について
　これは2019年の制作ですが、本来であれば
2020年にオリンピックが開かれることと、佐川
印刷が50周年ということ、木下館長が喜寿を迎
えられることを記念して表現しました。スケート
ボードが新たに競技に入ったことで飛脚と結び
つけて「飛脚 疾る」としました。

　以前貴金属加工をしていたので、ブローチや
イヤリングなどでは「裏抜き」といって地金の裏
を抜く手法があるわけですが、そのため表から
見ると平面的なデザインが多くなります。だけ
ど根付を見たらどこからでも全てが絵になる、
形になる、「へぇ、こんなのがあるんだ」と思いま
した。また貴金属の仕事は、デザイナーがいて、
アトリエでは分業でこなします。根付は一人で全
部できるところが魅力的だと思いました。

　根付を作りたい気持ちから始めたので、やっ
ぱり触り心地というか、手に乗せたときの何と
も言えない、「根付」の感じが好きですね。根付
には、根付の様式美、要するに身に着けるため
の美しさ、着けたときの使い心地があります。
例えば置物は置いて鑑賞するものですから、四

方八方広げようと思えば広げることができます
が、その広がりをどうやって凝縮するかが根付
の特徴です。

創作の際に実践していることは、発想、図柄、技
巧、演出の4つを基本にしています。小さなミニ
チュア彫刻っていうだけじゃなくて、「これは根
付だね」って言われるような、根付としての小さ
さであったり、触り心地であったりっていうのを
常に心がけています。

1997年に根付の創作を始める。題
材は動植物、魚介類、器物などが得
意。擬人化した作品、写実した上で
デフォルメした作品に新たな才能
を発揮している。

宍戸 濤雲（ししどとううん）

当館は、佐川印刷株式会社 代表取締役会長ＣＥＯ 木下
宗昭による「日本のよき伝統を、日本人の手によって、日本
に保管したい」という発意によって、ここ文化首都・京都に
設立された、日本で唯一の根付を専門とする美術館です。
当館では、「新たな挑戦」と「絆」をむね（宗）とし、根付と
根付をめぐる文化の継承・創造・発展を目指し、＜魅せる＞
＜育む＞＜繋がる＞を使命に、地域と皆さまに開かれた
美術館として活動しています。

・入館時にスタッフにより、非接触による検温と手指のアルコール噴霧をいたします。 
 （37.5 度以上の発熱がある場合は、入館をお断りさせて頂く場合がございます）
・万が一、コロナウイルス感染者が発生した際の対策のため、入館時に住所・氏名等のご記   
 入をお願いしております。
・マスクの着用にご協力をお願いいたします。当館スタッフもマスク着用で業務にあたらせて 
 いただきます。

コロナウィルス感染症による感染拡大防止への取り組みに関して

京都 清宗根付館 公式ホームページのFacebook、Instagram にて、最新
情報や作品画像を発信していますので、皆様のフォローをお待ちしています。
また現在、LINE 公式ページ開設、および「友の会」の発足に向け準備を進
めています。 概要は改めて発表いたします。

◀公式サイトは
　こちらから

佐川印刷株式会社は印刷及び情報加工の分野でのリーディング
カンパニーとして、日本文化の継承と美術の発展を目指し、京都 
清宗根付館を応援しています。

とは

はし


